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長崎県野母崎沿岸の浅海魚類相

田和篤史*1・竹垣 毅

Fish fauna in the coastal area of Nomozaki， Nagasaki 

Atsushi TAWAキ 1 and Takeshi T AKEGAKI 

Fish fauna in the coastal area of Nomozaki， Nagasaki， western-KyushU， Japan was surveyed 

by underwater daytime observation from October 2006 to June 2008. A total of 108 fish species 

of 48 families were recorded; 63.3% of them were subtropical (St) species， 28.4% were temperate 

(Tm) species and 8.3% were large area (La) spεcies. Nineteen species were not recorded on the 

previous study conducted in the coastal area of Nomozaki about 35 years ago. Seventeen species 

of th巴m were St species and 2 species were Tm species， resulting in that 13.3% increase in St 

species， and 6.4% and 7.0% decrease in Tm and La sp巴cies，respectively. The increase in St speci巴S

in this study might be influenced by the increase in surface water temperature in the northern 

part of the East China Sea 

Key Words : ;魚類相fishfauna，磯魚、reeffish，水温watertemperature，温暖化Globalwarming， 

東シナ海EastChina Sea，長崎Nagasaki

海洋生物多様性の把擦や各海域の生物地理学的な位霞づけ

を明らかにするために，これまで臼本各地の沿岸域で魚類相

の調査が行われてきた 1)。特に近年は，南日本の暖温帯区で，

過去に記録されていなかった南方系魚種が数多く確認される

報告が相次いでおり卜Sにその原困のひとつとして，地球温

暖化に伴う海水温の上昇が示唆されているω。このような大

きな時空間スケールの変化を検証するには，より多くの地点

の謁査が必要であるだけでなく，過去の調査結果と比較検討

できることが不可欠で、ある。

野母崎は，長崎半島の南端に位置し，南からの暖海水を運

ぶ対馬暖流の影響を受ける。西村 6)の海洋生物機構区分にお

いては，亜熱帯認と暖温帯涯のほぼ境界に位置しており，こ

のような海域は，両涯の魚類が混在する種多様性の高い場所

であると問時に，水混変動による魚類相の変遷が顕著に現れ

る場所であると考えられる。野母崎沿岸の魚類相は，長崎大

学水産学部付属水産実験所の研究グループによって，実験所

が鵠所された1961年から1970年代前半にかけて，潜水観察7)

やタイドプールの採集調資 8) 集魚灯採集9) 底曳網，漁獲

物調査などの方法によって詳細に調査されており，それらの

調査結果は，梅垣・道津町こよって総括されている。しかし，

著者らによる2006年の予備潜水調査で，この約35年前の調査

で確認されていない南方系の魚種が複数観察されたことから，

この海域の魚類相の変化が示唆されていた。本研究では，長

つ九州大学大学院生物資源環境科学府動物資源科学部門

崎県野母崎沿岸の現在の浅海魚類相を調査し，約35年前の調

査結果および近年南日本で実施された魚類相調査し3.1ト日)と比

較検討することを自的とした。

方法

潜水調査は，長締県長崎市野母町赤瀬海岸 (1日長崎大学水

産学部付属水産実験所前:北緯32度59分，東経129度76分:

Fig. 1)において， 2006年10月に 2回， 2007年の 4月から 7

月と 9月から12月および2008年 3月から G月までの毎月各1

回，計14回行った。本海岸の水深約 3mの地点から沖(南)

へ50mのセンサスラインを海底に設置し，さらにその南端

(水深約 8m)から西南西へ100mと東南東へ50mのセンサ

スラインをそれぞれ設置した(平均水深約 5m，最大水深約

9 m)o SCUBAを用いて，そのセンサスラインに沿って潜

水し，その周辺で発見した魚類をデジタルビデオカメラ(ソ

ニーネ土製 HDR-HC3十ワイドコンパージョンレンズ VCL

HG0730X + DIV社製防水ハウジング)とデジタルカメラ
(オリンパス社製 CAMEDIA-4040Z00M+防水ノ¥ウジンク

PT-OlO)で撮影した(総撮影時間1345分)。

撮影した映像と闘像から，中坊川こ基づいて魚、穏を同定し，

幼魚と成魚を，体サイズと体色を指標に，主主回ほか15)および

瀬能・吉野崎)に慕づいて区別した。写真からは正確な同定が
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困難なボラ科，ハゼ科イソハゼ属などは結果から徐外した。

また，観察された魚類の地理的分布は中坊14)に，海洋生物気

候堅分は西村6)に基づき (Fig. 1 ) ， 各種を南方系

(subtropical region: St) 魚種， 温帯性 (temperate

region: Tm)魚種および広域分布(largear巴aregion: La) 

魚種の 3群に大別した。

結果と考察

暖化に伴う海水温の上昇が示唆されている!7)。このような南

方系魚類の暖温帯区への分布拡大は，その海域の生態系を撹

乱することにつながると考えられるため，今後も継続して魚

類相の変化をモニタリングする必要があると思われる。また，

将来的な分布域の変化を予測するために，各魚種の生態的特

徴，特に温度特性に関する情報の収集が期待される。

~t 辞

本研究で確認された魚類は10目48科108種で (Table1 )， 本研究を取りまとめるに当たり，様々なこ協力やご助言を

そのうち南方系魚種は63.0%，温帯性魚、積は28.7%，広域分 頂いた長崎大学水産学部資源生物学研究室の皆様に厚く御礼

布魚、穏は8.3%であった (Fig.2 )。この割合は，野母崎沿岸 申し上げる。また，野外潜水調斎に深い理解を]頁いた野母崎

域と向じく亜熱帯区と暖温帯区の境界付近に位置する愛媛県 漁業協向組合に厚く御礼申し上げる。なお，本研究は，特別

の宇和海内海湾口)と天主主諸島問で確認された割合とほぼ向等 教育研究経費連携融合事業「東アジア河口域の環境と資源の

で，いずれの海域も南方系種が60%を超えていた (Fig.2)。 保全・回復に関する研究調査」の経費によって笑施した。

亜熱帯区に位置するトカラ列島北部の口之島，中ノ島で確認

された199魚種は 1穣(温帯性種)を除いて全て南方系穣 引用文献

(99.5%)で.1)そのすぐ北方に位置する屋久島沿岸海域で

も南方系種が91.0%を占めている山 (Fig.2 )。一方，暖温帯

区に区分される福岡県筑前海沿岸で確認された南方系穣の割

合は49.8%でヘ トカラ列島から北上するに伴って南方系魚

種の割合がi成少し，潟帯性種および広域分布穣の割合が増加

していることがわかる (Fig.2)。

約35年前の野母崎沿岸域の魚類相調査附では，本研究の約

4倍の414f重が報告されている。今回の調査が昼間の浅海域

の潜水調査のみであるのに対して，塩;思・道津10)は潜水調査

に加えて漁獲物調資や潮間帯採集，夜間集魚灯採集，底曳網

採集を行っていることから，縫認された種数の差は調査方法

の違いによるところが大きいと考えられる。本研究の確認穏

数は少なかったが，確認された108種のうち19種 08%)は，

約35年前の調査10)で未確認の穣であった (Table1 )。新たに

縫認された19種のうち，温帯性穏が2種 00.5%)で，残り

の17種 (89.5%) は全て南方系種であった (Table1 

Fig. 3)。その結果，現在の魚類相は1973年に報告されたも

のよりも南方系種の割合が13.0%増加し，温帯性穏と広域分

布穏が占める割合はそれぞれ6.1%，7.0%減少した。これら

新規出現種のうち， トゲチョウチョウウオ，ブチススキベラ，

コガシラベラ，ムナテンペラ，ニジハギの南方系種5穣は，

体サイズと体色から判断して，いずれも幼魚のみの出現であっ

た (Fig.3)。これらの魚類の出現は10月と11月に限られて

いたことから，野母崎沿岸域の冬期低水温に耐性が無く越冬

できない，いわゆる死滅回遊である可能性が高い口問。一方

で，新たに出現したその他の南方系種12種は (Fig.3)，す

でに野母崎沿岸域で越冬している可能性が考えられる。南方

系魚種の分布域は冬期の最低水温に大きく依存し，わずかな

水i温変化でも分布に影響すると考えられている 19加。東シナ

海北部の平均海面水温は，最近40年間で約0.9度上昇してい

ることから2ヘ野母崎沿岸域の南方系穫の増加は海水温の上

昇が影響しているのかもしれない。暖i温帯区である福岡県筑

前海沿岸においでも同様に，南方系魚種の割合が50年前に比

べて22.4%も増加しており，その原因のひとつとして地球温
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Fig.2 Proportion of 3 climatic groups of fish species6.11l [subtropical (St)， temp巴rat巴 (Tm)and large 

area (La) species] observed at 6 sites (Tsuyazaki 1)， Nomozaki， AmakusaI3)， Uwa sea") ， 

Yakushima Island∞and Tokara Islands3)) around Kyushu Island. 



E 
凪

s 正為討
|ープ"' ・ ~ 円 ~ 

d絞ご二、 社
111すふ匂妥当

之

l d忘.三戸ぐ|

長崎大学水産学部研究報告第90号 (2009) 13 

Fig. 3 Nineteen newly-recorded species in the coastal area of Nomozaki in this study [A: Epinephelus areolatus 

(Serranidae)， B: Lutjanus ophuysenii (Lutjanidae)， C: Parzψeneus ciliatus (Mullidae)， D: Chaetodon auriga (J uv.) 

(Chaetodontidae)， E: Stegastes altus (Pomacentridae)， F: Girella leonina (Girellidae)， G: Anampses caeruleopunctatus 

(Labridae)， H: Thalassoma amblycephalum (Juv.) (Labridae)， 1: Thalassoma lunare (Labridae)， J: Halichoeres 

melanochir (Juv.) (Labridae)， K: Halichoeres nebulosus (Labridae)， L: Petroscirtes springeri (Blenniidae)， M: 

Plagiotremus tapeinosoma (Blenniidae)， N: Salarias luctuosus (Blenniidae)， 0・ Ecseniusnamiyei (Blenniidae)， P: 

Diademichthys lineatus (Gobiesocidae)， Q: Tomiyamichthys oni (Gobiidae)， R: Acanthurus lineatus (Juv.) (Acanthuridae)， 

S: Acanthurus dusswnieri (Acanthuridae); see Table 1]. All photos were taken by T. Takegaki. 
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Table 1. List of fish species found in the present study. Species names and their arrangement follow Nakabolll 

Main geographical distribution of巴achspecies (after Nakaboω) is shown by 3 categories: St， subtropical 

region; Tm， temperate region; La， large area region. The species recorded also in Shiogaki & DotsulOl， 

Sakai et a1.3l and Nishida1) were shown by open circles. The newly recorded species in the coastal area 

of Nomozaki in this study were shown by shaded column. The species recorded only as iuveniles were 

added (Juv.) after the Japanese names 

Order， Family， Species 
Geographical 

Nomozaki Tokara 1sls. Tsuyazaki 

Nishida 
(2008) 

distribution Shiogaki & Sakai et al. 
Dotsu (1973) (2005) 

Rajiformes エイ目

Dasyatida巴 アカエイ科

Dasyatis akajei アカエイ St O O 

Gymnuridae ツバクロエイ科

Gymnura japonica ツバクロエイ St O 

Myliobatidae トビエイ科

Myliobatis tobijei トビエイ

Anguilliformes ウナギ臼

St O O 

Muraenidae ウツボ科

Gymnothorax kidako ウツボ m
 

中
i O 

Ophichthidae ウミヘビ字}

Pisodonophis zophistills ホタテウミヘビ m
 

↑ム O O 

Clupeiformes ニシン日

Clup巴idae ニシン科

Spratelloides gracilis キビナゴ St O O 

Siluriformes ナマズ日

Plotosidae ゴンズ、イ

Plotoslls lineatus ゴンズイ St O O 

Aulopiformes ヒメ日

Synodontidae エソ干ヰ

Trachinocephalus myops オキエソ St 

O 

O 

O 

O 

Saurida elo日'gata トカゲエソ La 

Zeiformes マトウダイ目

Zeidae マトウダイ科

Zeus faber マトウダイ St O 

Gasterosteiformes トゲウオ目

Fistulariidae ヤガラ

Fistularia commersonii アオヤガラ St O O O 
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Nomozaki Tokara Isls Tsuyazaki 

Order， Family， Speci巴S
Geographical 
distribution Shiogaki & Sakai et al. Nishida 

Dotsu (1973) (2005) (2008) 

Scorpaeniformes カサゴ日

Scorpaenidae フサカサゴ科

Sebastes inermis メノてノレ Tm O O 

Sebastiscus marmoratus カサゴ Tm O O 

Scorjワaenodeslittoralis イソカサゴ St O O 

Scorpaenopsis cirrosa オニカサコ St O 

ScO/paenopsis neglecta サツマカサゴ St O 

Pterois lunulata ミノカサゴ St O O 

Synanceiidae オニオコゼ科

lnimicus japonicus オニオコゼ St O O 

Platycephalidae コチ科

Platycephalus sp.1 or sp.2 マゴチ又はヨシノゴチ Tm O O 

Perciformes スズキ日

Serranidae ハタ科

Epinephelusσkaara キジハタ La O O 

Epinephelus. areolatus オオモンハタ St 

Apogonidae テンジクダイ科

Apogon properllptus キンセンイシモチ St O O 

Apogon doederleini オオスジイシモチ Tm O O 

Apogon notatus クロホシイシモチ St O 

Carangidae アジ科

Trachunts japonicus マアジ Tm O O 

Caranx seゆ'sciatus ギンガメアジ St O O 

Caranx melampygus カスミアジ St O O 

Seriola dumerili カンノfチ Tm O O 

Lutjanidae フエダイ科

Luijanlls ophllysenii ヨコスジフエダイ St O 

G巴rreidae クロサギ科

Gerres equlllus クロサギ Tm O O 

Haemulidae イサキ干ヰ

Diagramma pictum コロダイ St O O 

Sparidae タイ科

Acanthopagnts schlegelii クロダイ La O O 

Pagrlls major マダイ Tm O O 
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Nomozaki Tokara 1s1s. Tsuyazaki 

Order， Fami1y， Species 
G巴ographica1
distribution Shiogaki & Sakai et a1 Nishida 

Dotsu (1973) (2005) (2008) 

Lethrinidae フエフキダイ干ヰ

Lethrinus genivittatus イトフエフキ St O O 

Mullidae ヒメジ科

ゆeneustragula ヨメヒメジ St O O 

Parupeneus ciliatus ホ、ウライヒメジ O O 

Pempheridae ハタンポ科

Parapriacanthus ransonneti キンメモドキ St O 

Chaetodontidaeチョウチョウウオ干ヰ

Ghaetodon aur:iga トゲチョウチョウウオ(Juv.) St O 

Chaetodon auripes チョウチョウウオ St O O O 

Chaetodon speculum トノサマダイ (Juv.) St O O 

Pomacan thidae キンチャクダイ科

Chaetodontoplus septentrionalis キンチャク夕、イ Tm O O 

Chei10dactylidae タカノハダイ干ヰ

Goniistius zonatus タカノノ、タAイ Tm O O 

Pomac巴ntridae スズメダイ科

Amphiprion clarkii クマノミ St O O 

Chromis notata notata スズメダイ Tm O O 

Pomacentrus coelestis ソラスズメダイ St O O O 

Pomacentrus nagasakiensis ナガサキスズメダイ St O O 

Abud，酬がvaigiensis オヤピッチャ St O O O 

Abud，耕'ufsordidus シマスズメダイ (Juv.) St O O 

Stegastω altus セタ歩カスズメダイ Tm O 

Op1egnathida巴 イシダイ干ヰ

Oplegnとlthusfasciatus イシダイ Tm O O 

Oplegnathus punctatus イシガ、キダイ St O O O 

Kyphosidae イスズミ1'4

Kyphosus va忽iensis イスズミ St O O 

Microcanthidae カゴカキダイ科

Microcanthus strigatus カゴカキダイ St O O 

Girellidae メジナ平ヰ

Girella punctata メジナ Tm O O 

Girella Zeonilla クロメジナ St O 
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Order， Fami1y， Species Nishida 
(2008) 

Sakai et a1 
(2005) 

Shiogaki & 
Dotsu (1973) 
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イトベラSuezichthys gracilis 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

St 

St 

ホンソメワケベラ

Stethojulis interrupta terina カミナリベラ

Halichoeres' m'elandchir ムテテンペラ GJuv.)

H alichoeres nebuloSl沼、イナズマ

Ha/ichoeres tenuispinnis ホンベラ

Labroides dimidiatus 

O O n
 
T
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T
 

キュウセンHalichoeres poecilopterus 

O O St Cirrhilabrus temminckii イ卜ヒキベラ

ブダイ科Scaridae 

O m
 
T
 

ブダイCalotomus japonicus 

O O St アオブ夕、イScarus 0ν{向ns

トラギスFヰPinguipedidae 

O O St コウライトラギ‘スParapercis snyderi 

O O m
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ょトラギスParapercis pulchella 

へどギンポ科Tripterygiidae 

O O St へビギンポEnneapterygius etheostomus 

イソギンポ科Blenniidae 

O St クモギンポOmobranchus loxozonus 

O O St ニジギンポPetroscirtes breνiceps 

St フタホシニジギンポPetroscirtes宅pringeri

f!lagiotremus tapeinosoma テンクロスジギンポ

ロウソクギ、ンポ

O St 

O St Rhabdoblennius elliJヲes

SalariasZuctudsus シマギンポ

O O カエルウオIstiblennius enosimαe 

Ecseniusnαimiyei 

Gobiesocidae ウパウオ科

Diademichthys lineatus 、オィウ
J

旬、メ

ψ

ゥガ
マ+ん
イ~シ
、
ノ
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Nomozaki Tokara Is1s. Tsuyazaki 
Order， Fami1y， Species 

Geographica1 
distribution Shiogaki & Sakai et a1 Nishida 

Dotsu (1973) (2005) (2008) 

Callionymidae ネズッポ干ヰ

Repomucenus beniteguri トビヌメリ Tm O O 

Gobiidae ハゼ科

Asterroptelyx semipunctata ホシハゼ St O 

Amblyeleotris japonicus ダテノ、ゼ、 St O 

Bathygobius fi町 us クモノ、ゼ、 St O O 

Istigobius campbelli クツワノ¥ゼ、 Tm O O 

Chaenogobius gulosus ドロメ Tm O O 

Tdmiyamichthys oni オニハゼ、 Tm O 

Microdesmidae オオメワラスボ科

P俳句glossusdotui サツキハゼ La O O 

Ptereleotris hanae ハナハゼ La O O 

日phippididae マンジュウダイ科

Platax teira ツノてメウオ La O O 

Siganidae アイゴ科

Siganus juscescens アイゴ La O O 

Zanclida巴 ツノダシ科

Zanclus cornutus ツノダシ St O O 

Acanthurida巴ニサ、ダイf4

AcanthlltuS lineatus ニジハギ (Juv.) St O 

Acanthllrus dllssumieri ニセカンランハギ St O O 

Prionur・usscalprllm ニザダイ St O O O 

Tetraodontiformes フグ目

Monacan thidae カワハギ干ヰ

Stephanolepis cirrhifer カワハギ Tm O O 

Paramonacanthlls japonicus ヨソギ St O O 

Ostraciidae ハコフグ科

Ostr・'acionimmaculatus ノ¥コフグ Tm O O 

Tetraodontidae フ

Canthigaster riνulata キタマクラ St O O 

Tak~んgu niphobles クサフグ La O O 

Tak~かgu poecilonotus コモンフグ Tm O O 

TakifIlgu pardalis ヒガンフ夕、 La O O 

Diodontidae ハリセンボン科

Diodon holocanthus ハリセンボン St O O O 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

